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第⼆回「代々⽊中学校建て替え準備委員会」を実施しました

 第⼆回委員会では、第⼀回の続きとなる配置・配棟に関する
検討と新たに建物⾼さに関する検討状況を共有しました。
 また、必要諸室の概要や普通教室、ラーニングコモンズの使
い⽅を先⾏事例のイメージを交えて紹介し、これからの主体的・
協働的な学習や探究的な学習に対する学習空間の在り⽅につい
て意⾒交換を⾏いました。
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第⼆回委員会実施⽇時等
実施⽇時：令和 5 年９⽉ 13 ⽇（⽔） 
     14 時〜 15 時
会  場：代々⽊中学校 第⼀会議室

第⼆回委員会 議題はじめに

①学校施設の配置・配棟に関する検討について

②学校施設の建物⾼さに関する検討について

③学校施設の必要諸室の考え⽅について

①学校施設の配置・配棟に関する検討について
②学校施設の建物⾼さに関する検討について
③学校施設の必要諸室の考え⽅について
④事例紹介  ⑤意⾒交換

教室や職員室など、学校に必要な諸室について説明を⾏いました。また、教室
と廊下の間に可変性を持たせ、主体的な学びを促す普通教室やグループワーク・
多様な学習活動を図るラーニングコモンズについて説明しました。

④事例紹介について
現在、渋⾕区で計画が先⾏している神南⼩学校の事例をイメージ図を⽤いて紹
介しました。学校の中⼼にラーニングコモンズを設置し、⼩学校の児童の成⻑
過程に即した設えなどを説明しました。

⑤意⾒交換

渋⾕区では、建て替え準備委員会や皆様からいただいた意⾒等を整理するとともに、ニュースレターを通じて建て替えに関する情報共有・進捗報告を⾏って
まいります。皆様と⼀緒により良い学校づくりを⽬指してまいりますので、ご理解・ご協⼒のほどよろしくお願いいたします。

本敷地において、建設可能なパターンをそれぞれ必要となる法
令⼿続ごとに分類しました。A案は、「⽤途地域の制限どおり」
に10m以下とした場合、B案は「認定申請」により12m以下
とした場合、C案は「許可申請」により15m程度とした場合です。
それぞれ断⾯イメージと６つの評価項⽬により、メリット、デ
メリットを紹介し、意⾒交換を⾏いました。最もデメリット評
価の少なかったC案で今後の計画を進めてまいります。

５つの配置案に対し、評価項⽬に近隣影響(⾳環境 )を加え、⽐較検討を報告しました。最もメリッ
ト評価の多かった案③の校舎配置により今後の計画を進めてまいります。

C案は、既存と同じ⾼さなのに近隣に対する⽇影の影響
に配慮する必要はあるのでしょうか？
許可申請では、他案に⽐べ要件が厳しく、建物による近
隣への影響を既存と⽐べて⼗分に配慮した計画とするこ
とが必要となります。

Q

A

A案は地下を作れないのでしょうか？
A案においても地下を作ることは可能です。但し、⽣徒
が使⽤する教室には、外部からの採光が必要となるため、
地下とできるのは体育関連諸室となります。

Q
A

A
⽣徒は、放課後も忙しいがラーニングコモンズをいつ使うのでしょうか。
授業の中で使っていく予定。学校でも検討を⾏っている。

Q A
地域の⼈もラーニングコモンズを使えるのでしょうか。
地域の⼈も活⽤できるよう、利⽤時間、ゲートなどセキュリティの仕⽅
を含め、今後検討を⾏っていく。

Q

Nゲージ (鉄道模型 )は是⾮残してほしい。
すばらしい校舎だけでなく、それに⾒合う教育環境となるよう、教職
員の増員等も検討していただきたい。

意⾒
意⾒

A
現状、学年ごとに分けて指導を⾏っていると思うが問題ないでしょうか。
今後の学校では、ラーニングコモンズや階段を使った授業など教室の枠
を超えた学習が⽋かせないものになってくると思われる。

Q

：メリット（他案と⽐べ、
良好な教育環境の創出
につながる事項）

：デメリット（他案と⽐べ、教育環境づくり、
周辺環境、体育館、グラウンド等への影
響に留意が必要な事項）

：メリット ：デメリット


